
ワルツ 

• 内容: 

ショパンのワルツは、サロン音楽としての優雅さと、深い感情表現が融合した作

品です。「子犬のワルツ」（Op.64-1）や「華麗なる大円舞曲」（Op.18）が特に有

名です。 

• 技術的ポイント: 

ワルツでは、3拍子のリズム感を保ちながら、軽やかで優雅なタッチを求められま

す。また、テンポの変化やルバートの使用が効果的に求められます。 

ショパンのワルツは、彼の作品の中でも特に人気が高く、演奏会でも頻繁に取り上げら

れる曲集です。ショパンはワルツ形式を用いて、優雅さや軽やかさ、そして時には深い感

情を表現しました。彼が作曲したワルツは、社交ダンスとしての性格を持つものもあれば、

より詩的で演奏会向きのものもあります。以下に、代表的なワルツをいくつか詳しく紹介し

ます。 

ワルツ第 1番 変ホ長調 Op.18 「華麗なる大円舞曲」 

• 概要: このワルツはショパンのワルツの中でも最も有名で、華やかさと軽やかさ

が特徴です。1831年に作曲され、ショパンの名声を確立する作品の一つとなり

ました。 

• 構造: 曲は三部形式で、冒頭からエレガントで生き生きとした主題が奏でられま

す。中間部では、少し落ち着いた雰囲気になりますが、再び冒頭の華やかな主

題が戻り、曲は盛り上がりを持って終わります。 

• 演奏のポイント: 軽やかなタッチとリズム感が重要です。また、各部分での強弱

の対比をしっかりと表現し、曲全体の華やかさを引き立てるように演奏します。 

ワルツ第 2番 変イ長調 Op.34-1 「華麗なるワルツ」 

• 概要: このワルツは「華麗なる円舞曲」とも呼ばれ、ショパンが 1834年に作曲し

た 3つのワルツ（Op.34）の 1曲目です。エレガントでありながらも、深い感情が込

められた作品です。 



• 構造: 曲は華やかな冒頭の主題から始まり、中間部では穏やかで叙情的なメ

ロディが展開されます。再現部で再び冒頭の主題が戻り、優雅な終結を迎えま

す。 

• 演奏のポイント: 各部分の対比を強調し、特に中間部の叙情的なメロディを美し

く表現することが求められます。また、全体を通じて優雅なリズム感を保つことが

重要です。 

ワルツ第 3番 イ短調 Op.34-2 

• 概要: このワルツは、Op.34の 2曲目にあたり、ショパンのワルツの中では比較

的悲しげな雰囲気を持っています。1834年に作曲され、内省的な性格が強調

されています。 

• 構造: 曲は三部形式で、イ短調の哀愁漂う主題が印象的です。中間部では

長調に転調し、一時的に明るい雰囲気になりますが、再現部で再び悲しげな

主題が戻ります。 

• 演奏のポイント: 感情豊かに演奏し、特にイ短調の哀愁を際立たせることが重要

です。ペダルの使い方やダイナミクスのコントロールが、曲の表情を豊かにしま

す。 

ワルツ第 4番 ヘ長調 Op.34-3 「猫のワルツ」 

• 概要: このワルツは軽快でユーモラスな性格を持っており、Op.34の 3曲目にあ

たります。「猫のワルツ」という愛称は、冒頭の跳ねるようなリズムが猫の動きを連

想させることから付けられました。 

• 構造: 曲は非常に軽やかで、エレガントなメロディが特徴です。中間部では少し

リズムが変わり、穏やかな雰囲気が広がりますが、すぐに軽快な主題が戻りま

す。 

• 演奏のポイント: リズムの軽快さを保ちながら、ユーモラスな雰囲気をしっかりと表

現することが求められます。各部分の対比を明確にし、全体の流れを意識して

演奏します。 

ワルツ第 5番 変イ長調 Op.42 「大円舞曲」 



• 概要: このワルツは、ショパンの作品の中でも特にエレガントで力強い作品の一

つです。1840年に作曲され、華やかさと情熱的な雰囲気が特徴です。 

• 構造: 曲は非常に華やかで、力強い主題が展開されます。中間部ではテンポ

が速くなり、緊張感が高まりますが、再び冒頭の主題が戻り、華麗な終結を迎

えます。 

• 演奏のポイント: 力強さと優雅さを兼ね備えた演奏が求められます。特にテンポ

の変化やダイナミクスの対比をうまく表現し、曲全体に活力を持たせることが重

要です。 

ワルツ第 6番 変ニ長調 Op.64-1 「小犬のワルツ」 

• 概要: ショパンのワルツの中で最も有名な一つで、「小犬のワルツ」という愛称

で親しまれています。1846年に作曲され、速いテンポと軽やかなリズムが特徴

です。 

• 構造: 曲は非常に短く、軽快な主題が繰り返されます。リズムが一定で、曲全

体に軽やかさと明るさが漂います。 

• 演奏のポイント: 非常に速いテンポで演奏されるため、リズム感と指の独立性が

重要です。また、全体の軽やかさを保ちつつ、メロディラインを明確にすることが

求められます。 

ワルツ第 7番 嬰ハ短調 Op.64-2 

• 概要: このワルツは、Op.64の 2曲目にあたり、非常に感情豊かで詩的な作品

です。1847年に作曲され、深い哀愁が漂っています。 

• 構造: 曲は三部形式で、嬰ハ短調の哀しげな主題が特徴です。中間部では

テンポが速くなり、情熱的な雰囲気が広がりますが、再び冒頭の主題が戻り、

曲は静かに終結します。 

• 演奏のポイント: 感情を込めて演奏し、特に中間部の情熱的な部分を際立たせ

ることが求められます。ダイナミクスのコントロールとペダルの使い方が重要で

す。 

ワルツ第 8番 変イ長調 Op.64-3 



• 概要: Op.64の最後のワルツで、明るく軽快な性格を持っています。1847年に作

曲され、エレガントで親しみやすい作品です。 

• 構造: 曲はシンプルな三部形式で、明るい主題が繰り返されます。中間部では

少し落ち着いた雰囲気になりますが、再び明るい主題が戻り、軽やかな終結を

迎えます。 

• 演奏のポイント: 軽やかさと明るさを保ちながら、全体の流れを大切にして演奏し

ます。各部分の対比を意識し、メリハリのある演奏が求められます。 

ワルツ第 9番 変イ長調 Op.69-1 「別れのワルツ」 

• 概要: ショパンの死後に出版されたワルツで、別れのワルツという愛称が付けら

れています。1835年に作曲されたこの作品は、彼の感傷的な面がよく表れてい

ます。 

• 構造: 曲は三部形式で、叙情的な主題が特徴です。中間部では、少し明るい

メロディが現れますが、再び冒頭の主題が戻り、曲は穏やかに終結します。 

• 演奏のポイント: 感情豊かに演奏し、特に 
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あなた: 

ショパンワルツ第９番から１７番までも１曲ずつ詳しく教えて 

ChatGPT: 

ChatGPT 

ショパンのワルツ第 9番から第 17番までは、彼の死後に発表された作品が多く含まれ

ています。これらのワルツは、それぞれが独特の感情や雰囲気を持っており、ショパンの

多彩な作曲技法や感受性が反映されています。以下に、それぞれのワルツについて詳

しく説明します。 

ワルツ第 9番 変イ長調 Op.69-1 「別れのワルツ」 



• 概要: 「別れのワルツ」として知られるこの作品は、ショパンの死後に出版されま

した。1835年に作曲され、切ない別れの感情を表現しています。彼が別れた女

性との思い出が込められているとも言われます。 

• 構造: 三部形式で、柔らかく哀愁漂う主題が特徴です。中間部では少し明る

いメロディが現れますが、再び冒頭の主題が戻り、静かに終わります。 

• 演奏のポイント: 情感豊かに演奏し、特に中間部の対比を意識することが重要

です。ペダルの使い方で曲全体に深みを持たせます。 

ワルツ第 10 番 ロ短調 Op.69-2 

• 概要: このワルツもショパンの死後に出版された作品で、哀愁漂うメロディが特

徴です。彼の晩年に近い時期に作曲されており、内省的な雰囲気が感じられ

ます。 

• 構造: 三部形式で、ロ短調の悲しげな主題が主軸となっています。中間部で

は調性が変わり、やや明るい雰囲気が広がりますが、再び悲しげな主題が戻

り、静かに終わります。 

• 演奏のポイント: 感情を込めた演奏が求められます。特にメロディラインを大切に

し、ペダルの使い方で深みを持たせると良いでしょう。 

ワルツ第 11 番 変ト長調 Op.70-1 

• 概要: このワルツは 1842年に作曲され、ショパンの死後に出版されました。軽

快で明るい性格を持ち、演奏会でも頻繁に取り上げられます。 

• 構造: 三部形式で、変ト長調の明るくエレガントな主題が展開されます。中間部

ではさらにリズミカルなメロディが現れ、再現部で再び冒頭の主題が戻ります。 

• 演奏のポイント: 軽やかさを保ちながら、リズム感を大切に演奏します。特に中間

部のリズムの変化を際立たせることが重要です。 

ワルツ第 12 番 ヘ短調 Op.70-2 

• 概要: 1842年に作曲され、ショパンの死後に出版されたこのワルツは、哀愁漂う

性格を持っています。内省的で深い感情が込められた作品です。 



• 構造: 三部形式で、ヘ短調の悲しげな主題が特徴です。中間部では、調性が

変わり、やや明るいメロディが展開されますが、再び哀愁漂う主題が戻り、静か

に終わります。 

• 演奏のポイント: 感情表現が非常に重要です。特に、メロディラインを美しく際立

たせることが求められます。ペダルの使い方とダイナミクスの調整が、曲の深み

を増します。 

ワルツ第 13 番 変ニ長調 Op.70-3 

• 概要: 1829年に作曲され、ショパンの死後に出版されたこのワルツは、軽やか

で明るい性格を持っています。若々しいエネルギーと優雅さが特徴です。 

• 構造: 三部形式で、変ニ長調の軽快で明るい主題が展開されます。中間部

ではリズムが変わり、やや落ち着いた雰囲気になりますが、再現部で再び軽快

な主題が戻ります。 

• 演奏のポイント: 軽やかさとリズム感を大切に、全体の流れを意識して演奏しま

す。特に中間部との対比を意識し、曲全体を引き立てるように演奏することが求

められます。 

ワルツ第 14 番 ホ短調 KK IVa/15 (遺作) 

• 概要: このワルツは 1830年頃に作曲されたと考えられており、ショパンの死後に

発見されました。未完成のまま残された作品で、短いながらも深い感情が込め

られています。 

• 構造: 曲は短く、シンプルな二部形式です。ホ短調の悲しげなメロディが主軸と

なっており、わずかに中間部での変化がありますが、すぐに主題が戻り、短い終

結を迎えます。 

• 演奏のポイント: 短い曲であるため、感情を凝縮させた演奏が求められます。特

にメロディラインを際立たせ、曲全体の深みを表現することが重要です。 

ワルツ第 15 番 変ホ長調 KK IVa/14 (遺作) 

• 概要: このワルツは、1830年に作曲されたと考えられており、ショパンの死後に

発見されました。明るく軽快な性格を持ち、親しみやすい作品です。 



• 構造: 三部形式で、変ホ長調の軽快で明るい主題が展開されます。中間部

では少し落ち着いた雰囲気になりますが、再び軽快な主題が戻り、明るく終結し

ます。 

• 演奏のポイント: リズム感と軽やかさを保ちながら、曲全体の流れを意識して演

奏します。特に、中間部の落ち着いた雰囲気との対比を明確にすることが求め

られます。 

ワルツ第 16 番 変イ長調 KK IVa/13 (遺作) 

• 概要: 1827年に作曲されたと考えられており、ショパンの最初期のワルツの一つ

です。未完成のまま残されましたが、彼の才能の片鱗が感じられる作品です。 

• 構造: 曲は短く、シンプルな三部形式です。変イ長調の明るい主題が主軸とな

っており、中間部ではわずかに調性が変わりますが、すぐに主題が戻り、短い終

結を迎えます。 

• 演奏のポイント: 明るさと軽やかさを保ちながら、シンプルなメロディを美しく表現す

ることが求められます。特に、各部分の対比を意識し、全体のバランスを大切に

演奏します。 

ワルツ第 17 番 ホ長調 KK IVa/12 (遺作) 

• 概要: 1831年に作曲されたと考えられており、ショパンの死後に発見されました。

未完成のまま残された作品ですが、軽やかで明るい性格を持っています。 

• 構造: 曲は短く、シンプルな二部形式です。ホ長調の明るく軽快な主題が主軸

となっており、中間部ではわずかに雰囲気が変わりますが、すぐに主題が戻り、

短い終結を迎えます。 

• 演奏のポイント: 軽やかさとリズム感を大切に、シンプルなメロディを美しく表現する

ことが求められます。曲全体の明るさを保ちながら、メロディラインを際立たせるこ

とが重要です。 
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